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研究成果の概要（和文）：デンマークでは、ケアのジェンダー化を回避し、両親による育児と家事の共有化を実
現することにより、家族の親密性を確保している。中国では、専業母化が進展しているが、親族ネットワークと
市場サービスの活用により、日本において社会問題となっている育児の孤立化を回避している。市場経済社会に
おいては、「家事に対する愛情規範」は、育児が性別役割分業によって担われる際に生成、強化されると仮定で
きる。家族の親密性を維持したまま性別役割分業からの脱却を図るためには、家事に対する情緒的意味づけを変
容させることが必要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In Denmark, the intimacy of family is ensured by avoiding gendered care and 
sharing parenting and housework between parents. In China, an increasing number of women are 
choosing to be a fulltime-mother. However, isolation of the parent has been prevented through the 
use of family networks and commercially available services. In Japan, parenting in isolation has 
been a social issue. It has been suggested that in a market economy, “norms of affection in 
connection to housework” are generated and strengthened when parenting (or caring) is performed 
through gendered roles. In order to reduce or eliminate the stereotyped gender roles while 
maintaining the intimacy of family, it is necessary to change the meaning of affectional attachment 
to do housework.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年日本において、乳幼児のいる母親の就労率が上昇している。父親の育児・家事参加は徐々に進行してきてい
るが、性別役割分業は依然として存在している。一方で親密な関係性の維持は個々人のウェルビーイングの観点
からも重視されている。日本では家族の親密性の維持のためには専業主婦が必要であるとする認識が強いが、超
少子高齢社会にあって男女双方のワークライフバランスを実現するためには、家族の親密性を維持しつつ、性別
役割分業を流動化することが必要であり、そのための方策を提言している点で意義を有している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
2010 年代に入り、個人化・多様化が進展するなかで、家族の置かれた状況が大きく変化してき
ている。結婚規範、性別役割分業規範などが強固であった日本社会においても、近年は乳幼児
をもつ母親の労働力率が上昇するなどライフコースが多様化してきているものの、超少子高齢
社会の到来を回避する目処は立っていない。かつて共働き社会であった中国の都市部では「専
業主婦化」が進み、一人っ子政策が転換されてもなお、少子高齢化は深刻度を増している。一
方で、北欧に位置するデンマークでは、現在においても高い女性労働力率を維持しつつ、比較
的高い合計特殊出生率を維持している。 
 少子高齢社会、個人化・多様化した社会においてもケアという人間の営みは必ず存在する。
超少子高齢社会においてウェルビーイングの実現をめざしケア問題（育児と高齢者介護）を解
決するためには、高い女性労働力率を維持し少子高齢化を回避している社会との比較研究を通
して、その問題の原因を明らかにし、すべての人にとって「ケアされる権利／ケアする権利」
と、親密な関係性が保障された社会を構築することが必要不可欠であると考えた。 
 
２．研究の目的 
1． 各国（日本・中国・デンマーク）におけるケアネットワークのあり方を明らかにする。 
各社会で子育てと高齢者介護が、誰により、どのようなネットワークの中で、どのような施
設などの社会的資源を利用し行われているのかを明らかにする。また、将来親となる可能性の
ある大学生たちのライフコースとケアに関する意識を明らかにする。 
2. 各国のケア役割やケア行為に付与された意味づけを明らかにする。どのような行為に対し
て「愛情のあらわれ」とみなす規範(愛情規範）を付与しているかを考察する。 
  たとえば、専業主婦家庭で家事労働者を雇用することに対する抵抗感は、中国では弱いが、
日本では強い。また、中国の都市部では「三歳児神話」が普及し専業母化が進行しているが、
女性労働力率の高いデンマークには「二歳児神話」が存在している。家事労働を含めた家族内
の役割や行為を分節化し、各々に情緒的規範(愛情規範)が作用しているか否か、作用している
場合にはその具体的内容はどのようなものかについて明らかにする。 
3. 各国のケアネットワークと男女のライフコース、およびケア役割に付与された情緒的規
範、家族の親密性のあり方を比較検討し、各国の特徴と課題を明らかにするとともに、21 世紀
を迎えた日本社会のあり方を探る。 
個々人あるいは家族成員それぞれの人権とウェルビーイングが保障され、かつ、個々人ある
いは家族の親密性を維持しつつ、人間として生きていくうえで必要不可欠な「ケアされる権利
／ケアする権利」が保障される社会のあり方を、意識・規範・制度の観点から模索する。 
 
３．研究の方法 
（1）施設訪問、ヒアリング調査、（2）インタビュー調査、（3）質問紙調査の三手法を実施し
た。インタビュー調査等の結果をもとに質問紙調査の調査枠組みを作成し調査を実施した。 
（1）施設訪問、ヒアリング調査：【日本】保育所（公立・私立）、公立子ども・子育て支援セ
ンター、子育て支援 NPO、高齢者介護・居住施設、地域における高齢者支援の公的・民間施設、 
【中国】幼稚園、早期教育塾、母親活動グループ、高齢者介護施設、【デンマーク】総合託児施
設、コペンハーゲン市庁舎、マザーズグループ、介護付高齢者住宅  
（2）インタビュー調査：育児中の母親対象（中国、日本、デンマーク）、育児中のカップル（デ
ンマーク）、高齢者および高齢者介護者（中国、日本） 
（3）質問紙調査：大学生対象（日本、中国、デンマーク）、親対象（日本：母親、中国・デン
マーク：母親、父親対象）。学生調査はデータクリーニングを終了し、データ分析を開始したと
ころであり、親対象の調査はデータクリーニング作業中である。したがって、両者の分析は 2019
年度も継続して行う。 
 
４．研究成果 
（1）育児ネットワークと情緒規範 
①中国：社会主義中国では、急速な市場経済化、近代化により専業主婦化が進行し、都市部
においては 20-30 歳の既婚女性の４割弱は無職となっている。昨今、1980 年頃より見られた専
業主婦化（専業妻化）と異なる「専業母化」が進行している。1980～90 年代に存在した「小学
生神話」（小学生からは母の手で）は、1980～90 年代に生まれた世代にあっては「三歳児神話」
に変容した。専業母規範には、子育ては母親の手ですべきという「母親の手で規範」、愛情のあ
る家族が幸せという「愛情ある家族規範」、欧米の科学的育児法の選好、早期教育の重視という
特質がある。学歴社会である中国では早期教育による競争が低年齢化、激化、市場化しており、
日本の三歳児神話と比較すると、業績達成主義的な傾向が強い。 
ただし、中国においては、自己アイデンティティの形成において職業意識が比較的大きな影
響を及ぼしており、「専業母は１つの職業である」「夫婦が平等であるためには妻に経済的収入
が必要」という固有の意識が存在している。また、子どもの小学校入学等などを機に再就職す
るライフプランを考えている人が多いが、近年は専業母がインターネットビジネスにより家庭
と仕事を両立する選択肢もできた。 
②デンマーク：早期に母親を労働市場へ復帰させる政策をとっており、育児休業（親休暇）



期間は父母あわせて 32週間となっている。実際には親休暇に有給休暇などを追加して子どもが
１歳になる頃に復職するケースが多く、「ふたり稼ぎ手・ふたりケアラーモデル」が定着してい
る。育児休業の取得率は、母親はほぼ全員、父親も８割余りである（2015 年）。育休期間につ
いては短いと思っている人が多く、理想とする育休期間は 1.5～3 年であり、三歳児神話ならぬ
「二歳児神話」が存在していた。親たちは、複数のインフォーマルな育児支援ネットワークを
持ち、場面に応じて使い分けていた。親族の育児支援は実親・義親が中心であるものの、ステ
ップきょうだいなど多様で複層的な関係が活用されていた。また、マザーグループという母親
の育児ネットワークがとくに第一子の育児中の母親の間で有効に機能していた。 
 
（2）大学生のライフコースとケアに関する意識 
①中国：2017 年 11～12 月に大連市と名古屋市において、大学生を対象として実施した（有
効回収票数：大連市 743 票、名古屋市 871 票。平均年齢中日とも 20歳）。結婚願望は女性の約
５割、男性の約６割にとどまり、女性の 24%、男性の 17%は子どもが欲しくないと回答している。
親の就労のために３歳未満の子どもを施設に預けることへの抵抗感は、日本より中国の方が高
く、三歳児神話は日本よりむしろ中国に存在していることがわかった。一方で、女性の約 7割
は、専業主婦家庭でベビーシッターや家政婦を雇用することを肯定しており、親族の育児支援
や市場における育児サービスの利用と三歳児神話が並立している点に中国の特徴がある。ただ
し、祖父母の孫に対する教育の関わりについては 1/4 程度が否定的であり、一概に育児といっ
ても、世話（ケア）と教育に二層化しており両者の支援意識の間には乖離が見受けられた。 
高齢者介護に関して、大学生の老親に対する介護意識は高いが、デイケアサービスや家政婦
の利用等多様な支援を活用しながら介護をすることを望んでいる。 
②デンマーク：2017 年 11 月にコペンハーゲン大学の学生 44 名を対象に実施した（女性 36
名、男性 8名、平均年齢 22.5 歳。44名中 39名がデンマークのみの国籍保有）。9割の学生が、
結婚（非法律婚を含む）、子どもを持つことに肯定的な回答であった。希望するライフコース（男
性対象者には、将来のパートナーに望むライフコースを訊ねた）は、「子どもの成長に関係なく
働き続ける」を選んだ者が女性・男性ともに最も多く、専業主婦希望者はおらず、出産の有無
にかかわらず就業継続を希望する結果となった。共働きの条件としては、保育施設や保育ママ
などの公共施設の利用を希望する者が多いが、自分の親または配偶者の親を希望する者もいた。 
高齢者の扶養責任は、制度的には国家責任とされているが、親に介護が必要になった場合、
施設への入所や、ヘルパー、デイケアなどの公共サービスの利用を希望する者が多いものの、
「自分が介護する」や「きょうだいと協力しながら自宅で介護する」との回答もあり、必ずし
も「親の介護＝公的サービスの活用」とはいえないことが示唆された。 
 
（3）高齢者介護ネットワーク 
中国においては、子どもとの同居意識は低下してきものの、子どもに介護を期待する意識は
残っている。都市部では年金制度、医療保険制度も整備されてきており、高齢者の経済的扶養
については国と家族が大きな役割を果たしている。子どもからの親への手段的支援、および情
緒的支援は比較的よくなされており、子どもからの手段的支援の内容は親と子どもの居住距離
により違いがあるものの、情緒的支援の程度には差はみられなかった。親への介護は複数の子
どもたちにより共同で行われるため、介護を通してきょうだい関係も密接になる傾向がみられ
た。高齢者のコミュニケーションの相手は家族のほか、地域組織や職場の元同僚など家族外に
も広がり、家族のみならず地域、社会との関わりの比重が増加してきている。都市部の高齢者
施設に入居している高齢者は、世話や介護を受けて生活している人が多いが、医療面・経済面
において満足度はあまり高くなかった。また、趣味よりも家族や友人との交流で生きがいを感
じているが、周囲とのコミュニケーション不足に悩んでいる。 
 
（4）ケアと情緒規範に関するインプリケーション 
 インタビュー調査データをもとに、デンマーク女性、中国有職母、中国専業母を比較した結
果、専業母にもっとも親和的な意識を持っていたのは、デンマーク女性、次に中国専業母、中
国有職母であった。「１歳未満の子どもを保育施設に預ける」ことを最もかわいそうだと思うの
も、「愛情をもって子どもを育てていればフルタイム／パートタイムなどの就業形態は関係な
い」という項目に最も否定的だったのもデンマーク女性であった。乳幼児をもつ女性の労働力
率の高いデンマークの方が専業母的メンタリティを有するという結果になった。しかし、他方
で「家事をするのは愛情があるからだ」という家事への愛情付与意識は、中国専業母がもっと
も高く、次に中国有職母、デンマーク女性の順であった。実際の生活において、中国に比較し
て共働き率が高く、家事・育児を分担しているデンマークにおいて家事への愛情規範が弱いこ
とがわかった。「育児に対する愛情規範」を維持しつつ、「家事に対する愛情規範」を存立させ
ない社会が存在することは興味深い。このことから、市場経済社会においては、「家事に対する
愛情規範」は、育児というケア役割が性別役割分業によって担われる際に生成、強化される可
能性があることが示唆された。「育児に対する愛情規範」を維持したまま性別役割分業の脱却化
（もしくは脱家族）を図るためには、家事に対する情緒的意味づけを変容させることが必要で
あると考えられる。 
 



（5）総括－育児というケアの観点から－ 
デンマークは脱家族化、脱市場化を推進した社会民主主義レジームにおいて、ケアのジェン
ダー化を回避し、夫婦（カップル）の育児と家事の共有化により家族の親密性を実現している。
中国は、専業母化が進展するなど従来の家族主義レジームとは質的変容を遂げているが、親族
ネットワークの活用と市場サービスの活用（市場化）により、日本で社会問題となっている育
児の孤立化を回避している。育児というケアの状況を表１に要約した。 
 

                           表１ 育児の状況：３カ国比較 
   

  
家庭性 

愛情規範 ジェンダー化 
市場化 

         育児支援 

  育児 家事 （女性化） 親族ネットワーク ケアと教育の乖離 

デンマーク ○ ○ × × × △/○ × 

中国 ○ ○ ○/△* ○/△* ○ ◎→○ ○ 

日本 ○ ○ ○ ○ ×→△ △/○ △ 

注1） ○：存在している／効果的である、×：存在していない／効果的でない、△：○と×の中間程度に存在している／効果的である 

注2） 注 2）*専業母家庭と共働き家庭で異なる 
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